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研究の背景・目的
•日本海の重要な漁業対象種であるズワイガニは，

現在の資源状態は回復傾向にあり資源水準は中位
に回復していますが，漁獲量は最盛期の1/3程
度です。

•このため，放流等による資源増殖への貢献を目的
に，本種の種苗生産に関する飼育技術と稚ガニの
量産技術の開発を行っています。

研究成果
•ズワイガニの幼生は，第1齢と第2齢ゾエア（写

真1），メガロパ（写真2）と3回の脱皮を行
い，約2か月を要して稚ガニ（写真3）になりま
す。本年度は，稚ガニ量産への最後の問題点とな
っていたメガロパ期の生残率を向上させる飼育技
術を開発しました。

•メガロパの飼育手法について様々な要素解明試験
を行った結果，生残には水温が最も影響すること

が判明し，従来の飼育水温より3～4℃低い10℃
前後が適水温であることを明らかにしました。

•この成果を量産規模の飼育に応用したところ，稚
ガニの出現率は55％と対照区（従来の飼育水温）
の15％から大きく向上し（表1），その結果，全
ての試験で生産した稚ガニの合計は世界初となる
過去最高の18,412尾になりました。

波及効果
•稚ガニの量産技術に成果が得られたことで，資源

研究に寄与する稚ガニの成長，脱皮間隔，成熟等
の要素解明試験，及び放流試験に向けた取り組み
が可能となります。

•量産の成功はマスメディアに大きく取り上げられ
（TV5件，ラジオ1件，新聞11件），さらに水族
館（6件）や各種イベントへの展示により，栽培
漁業の取り組みを国民に広く紹介することができ
ました。
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表1　要素試験の成果（水温試験）を量産規模（6㎘水槽）で実証

第１齢ゾエア

生産した稚ガニメガロパ

第１齢稚ガニ


